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昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で
広

報
広
聴
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
３

年
前
ま
で
は
一
市
民
と
し
て
愛
読
？

し
て
い
た
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
で
す
が

（
議
員
の
賛
成
反
対
が
わ
か
る
議
決

結
果
ペ
ー
ジ
が
好
き
で
し
た
）、
昨
年

か
ら
編
集
す
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
読
者
と
し
て
感
じ
て
い
た
、
図
表

の
読
み
に
く
さ
や
用
語
の
分
か
り
に

く
さ
と
い
っ
た
難
点
を
ど
の
よ
う
に

改
善
す
る
か
。
ま
た
、
議
会
が
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
漏
ら
さ

ず
に
、
個
々
の
議
員
が
伝
え
た
い
想

い
を
含
ま
せ
て
、
そ
れ
で
い
て
本
紙

を
読
ま
れ
る
市
民
の
皆
様
が
読
み
た

い
と
思
え
る
紙
面
を
い
か
に
つ
く
っ

て
い
く
か
。
発
行
が
近
づ
く
と
頭
を

悩
ま
せ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
市
民
の
皆
様
の
声
を
反

映
す
る
こ
と
を
編
集
方
針
に
お
き
紙

面
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
必
要
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る

広
報
紙
に
し
て
い
く
た
め
に
は
読
ん

で
頂
い
た
皆
様
の
反
応
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
紙
面
に
つ
い
て
の

ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
山
下
　
千
尋

9
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　8
月
30
日（
月
）〜
9
月
30
日（
木
）

◆
市
政一般
質
問

　9
月
27
日（
月
）9
時
〜

　9
月
28
日（
火
）9
時
〜

☆日常の何気ない疑問
☆こんなことあったらいいな
などお気軽にお寄せください。

メール　　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
ＦＡＸ　　0572-68-2043
締め切り　8月 31日（火）

前号でいただいたご意見にお答えします！

未満児の退園措置について、待機児童について、放課後児童クラブについ
て、多子世帯への支援について、ファミリーサポートセンター利用につい
てなど様々な年代の方から多くのご意見をいただきました。

瑞浪市では、多子世帯を対象に費用負担の軽減や優遇措置を行っています。
〇　保育園等の保育料、副食費の減免・免除（所得制限など一定の要件あり）
〇　学童クラブ利用料の減免（所得制限など一定の要件あり）
〇　児童手当の増額
〇　病児・病後児保育料の免除
＊詳細は、瑞浪市ホームページをご覧ください。

多子世帯への支援や減免措置などを行うことはできませんか？

ファミリーサポートセンター事業につきましては、毎年「広報みずなみ」にチ
ラシを全戸配布しておりますが、今後は「こんにちは　赤ちゃん訪問」時に
も案内していきます。また急なサポートに対応するため、援助会員を増やす
ことが必要となりますので、広く周知を図っていきます。

ファミリーサポートセンターの事前予約を、母子手帳発行時や出生
届の時に案内してもらえると助かります。また急にサポートが必要
な時は予約ができないので、少し規定を緩めてもらえませんか？

瑞浪駅周辺まちづくり拠点施設「Mビル」
　瑞浪市は「未来の子どもたちに渡せるまちづくり」をコンセプトに、瑞浪駅周辺地域で検討を進めている再
開発事業のため「Mビル」でさまざまな社会実験を実施しています。
　6月２７日 (日 )に社会実験のひとつとして「Mマーケット」が開催されました。「Mマーケット」では、キッチ
ンカー・アクセサリー・雑貨などが出展され、家族や友人など多数の方が来場されました。

にぎわうMマーケット

　皆さまからいただきましたご意見、ご要望のすべてにお答えすることは難しいと思いますが、課題として
真摯に受け止め、改善のために努力してまいります。

保育ニーズと施設受け入れ可能数の相違により、抽選が
発生する年度では、第2・3希望園への移動をお願いして
おります。職員配置や年齢ごとの定員設定の調整を行い、
保護者の希望に可能な限り添えるよう努めております。

希望の幼児園に入れない状況です。なんとかならないでしょうか？

意見募集・回答・編集後記
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6月
定例会
会 期
6月1日から　
　6月28日まで

　
6
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
会
議
の
最
終
日（
６
月
28
日
）に
は
、委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
を
本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　※

採
決
結
果
は
、15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

 ～新型コロナ対策からアフターコロナへ～

現在の移住定住サイト

東濃厚生病院

　高齢者への新型コロナウイルスワクチンの接種を促進するため、県のワクチン接種加速化支援事
業補助金等を活用し、休日や診療時間外の接種費用を上乗せして医療機関に支払います。

　令和３年６月定例会に上程された補正予算では、ワクチン接種を加速するための事業、低所得の
子育て世帯に対する生活支援事業、営業時間短縮要請に応じた事業者への協力金負担事業など、
現状におけるコロナ対策として必要な事業について審査しました。
　一方、コロナ禍で都会から地方への移住が注目されるなか、瑞浪市への移住促進に対応する専
用ポータルサイトの導入や、病院事業一部事務組合負担経費など、コロナ後の社会に対応するため
の事業も予算計上されました。
　予算決算委員会では、令和３年度瑞浪市一般会計補正予算(第３号、４号、５号)は、総額１億６，８９５万
円、駐車場事業特別会計補正予算(第１号)が６５０万円の増額補正予算を、全会一致で可決しました。

ワクチン接種の加速化を

　　新型コロナウイルスワクチン接種加速化支援事業で、手当対象となる医療機関はどれほどか。

　　集団接種を実施する東濃厚生病院と個別接種を実施する15医療機関である。

問

答

　緊急小口資金等の特例貸付について、総合支援資金の再貸付を終了した世帯や、再貸付に
ついて不承認とされた世帯等に対して「新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金」を
支給します。

生活困窮者に支援の手を

　　申請件数を何件くらい見込んでいるか。

　　社会福祉協議会の総合支援資金特別貸付金を上限まで借りられた17世帯分を見込んでいる。

問

答

　新型コロナ対策で、トイレの非接触水栓や交通系カードが使えるよう整備します。

市営駐車場の新型コロナ対策

　　交通系カード決済導入には、どのようなコストが想定されるか。

　　事業者に支払う手数料が考えられる。

問

答

　　浪花駐車場施設改修事業に関して、事業が遅れるのはどの程度か。

　　4月に予定していた事業が7月にずれ込んだため、3か月程度の遅れとなる。

問

答

　セミナーを開催し、クラウドファンディングの活用を促進します。

クラウドファンディングの活用

　　クラウドファンディング活用セミナー実施事業の対象者とスケジュールはどのようか。

　　参加想定人数は、１０名程度を予定している。開催時期は９月で１回の開催を予定している。

問

答

予算決算委員会
　コロナ禍により地方移住が注目されるなか、本市の魅力や特徴をデザイン性の高いポータルサイトにまと
め視覚的に発信することで、移住定住の促進、関係人口の創出・拡大を図ります。

新たな移住定住ポータルサイトで移住促進

　　移住定住情報発信事業で、名古屋圏を主な対象地域としたの
はなぜか。

　　名古屋圏は充分通勤圏であること、また、過去の実績からも多
くの移住者が名古屋圏であることから、効果的な情報発信につなが
ると考える。

問

答

　新病院開設に向け、病院事業一部事務組合負担事業において負担額が決定されました。

新病院の負担割合は

　　病院事業一部事務組合負担事業では、瑞浪市と土岐市
の負担割合はどのようか。
　　規約に、前年度４月１日現在の人口割を負担割合とする
ことが定められている。今年度は、瑞浪市は39．1％、土岐市
から６０.９％となる。

問

答

報第１１号 令和２年度瑞浪市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

　　残土処分場調査事業を繰越す理由はどのようか。

　　日吉町半原地内の残土処分場は、瑞浪超深地層研究所からの残土を受け入れてきた。しかし、
受け入れ可能残余が生じたため、公共残土等に搬入変更を検討するものである。学識経験者や地
元関係者等で組織する「瑞浪市半原公共残土処分場地すべり検討委員会」で検討を行うこととして
いる。
　令和2年5月に調査検討を開始したところ、学識経験者から盛土形状を適切に検討するため、地
下水位観測を1年間行うよう意見をいただいた。これにより、令和3年度に調査事業を繰越した。

問

答

〇諸般の報告のうち、令和２年度一般会計繰越明許費の報告議案について、質疑しました。

承第２号 令和２年度専第16号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１5号）

　　新型コロナウイルスワクチン接種費用については、３月２４日本会議で２億円を次年度事業に繰
り越すことを承認した。市は、そのわずか５日後、2,603万６千円に減額する専決処分を行った。この
経過を問う。

　　まず、令和２年度中に接種開始を見込み、１月26日全額国費を財源とする2億円の繰越明許費
として専決処分をしたが、ワクチン供給が遅れ年度内の執行ができず、3月29日当該予算の減額と
合わせワクチン接種費の次年度繰越明許費を2,603万6千円とし、補正予算を専決処分した。次年
度予算とする判断が、3月末までできなったため、議会閉会後の専決処分となった。
　今回の補正内容は次のとおり。
財源(国庫支出金)　△1億6,844万4千円、2年度から3年度への繰越明許費　2,603万6千円

問

答

〇専決処分の承認議案について、質疑しました。

議 案 質 疑

委員会の審査報告委員会の審査報告・議案質疑
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6月
定例会
会 期
6月1日から　
　6月28日まで

　
6
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
議
案
は
、所
管
の
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
し
ま
し
た
。審
査
し
た
内
容
の
一
部
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
本
会
議
の
最
終
日（
６
月
28
日
）に
は
、委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
を
本
会
議
で
採
決
し
ま
し
た
。

　※

採
決
結
果
は
、15
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

 ～新型コロナ対策からアフターコロナへ～

現在の移住定住サイト

東濃厚生病院

　高齢者への新型コロナウイルスワクチンの接種を促進するため、県のワクチン接種加速化支援事
業補助金等を活用し、休日や診療時間外の接種費用を上乗せして医療機関に支払います。

　令和３年６月定例会に上程された補正予算では、ワクチン接種を加速するための事業、低所得の
子育て世帯に対する生活支援事業、営業時間短縮要請に応じた事業者への協力金負担事業など、
現状におけるコロナ対策として必要な事業について審査しました。
　一方、コロナ禍で都会から地方への移住が注目されるなか、瑞浪市への移住促進に対応する専
用ポータルサイトの導入や、病院事業一部事務組合負担経費など、コロナ後の社会に対応するため
の事業も予算計上されました。
　予算決算委員会では、令和３年度瑞浪市一般会計補正予算(第３号、４号、５号)は、総額１億６，８９５万
円、駐車場事業特別会計補正予算(第１号)が６５０万円の増額補正予算を、全会一致で可決しました。

ワクチン接種の加速化を

　　新型コロナウイルスワクチン接種加速化支援事業で、手当対象となる医療機関はどれほどか。

　　集団接種を実施する東濃厚生病院と個別接種を実施する15医療機関である。

問

答

　緊急小口資金等の特例貸付について、総合支援資金の再貸付を終了した世帯や、再貸付に
ついて不承認とされた世帯等に対して「新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金」を
支給します。

生活困窮者に支援の手を

　　申請件数を何件くらい見込んでいるか。

　　社会福祉協議会の総合支援資金特別貸付金を上限まで借りられた17世帯分を見込んでいる。

問

答

　新型コロナ対策で、トイレの非接触水栓や交通系カードが使えるよう整備します。

市営駐車場の新型コロナ対策

　　交通系カード決済導入には、どのようなコストが想定されるか。

　　事業者に支払う手数料が考えられる。

問

答

　　浪花駐車場施設改修事業に関して、事業が遅れるのはどの程度か。

　　4月に予定していた事業が7月にずれ込んだため、3か月程度の遅れとなる。

問

答

　セミナーを開催し、クラウドファンディングの活用を促進します。

クラウドファンディングの活用

　　クラウドファンディング活用セミナー実施事業の対象者とスケジュールはどのようか。

　　参加想定人数は、１０名程度を予定している。開催時期は９月で１回の開催を予定している。

問

答

予算決算委員会
　コロナ禍により地方移住が注目されるなか、本市の魅力や特徴をデザイン性の高いポータルサイトにまと
め視覚的に発信することで、移住定住の促進、関係人口の創出・拡大を図ります。

新たな移住定住ポータルサイトで移住促進

　　移住定住情報発信事業で、名古屋圏を主な対象地域としたの
はなぜか。

　　名古屋圏は充分通勤圏であること、また、過去の実績からも多
くの移住者が名古屋圏であることから、効果的な情報発信につなが
ると考える。

問

答

　新病院開設に向け、病院事業一部事務組合負担事業において負担額が決定されました。

新病院の負担割合は

　　病院事業一部事務組合負担事業では、瑞浪市と土岐市
の負担割合はどのようか。
　　規約に、前年度４月１日現在の人口割を負担割合とする
ことが定められている。今年度は、瑞浪市は39．1％、土岐市
から６０.９％となる。

問

答

報第１１号 令和２年度瑞浪市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について

　　残土処分場調査事業を繰越す理由はどのようか。

　　日吉町半原地内の残土処分場は、瑞浪超深地層研究所からの残土を受け入れてきた。しかし、
受け入れ可能残余が生じたため、公共残土等に搬入変更を検討するものである。学識経験者や地
元関係者等で組織する「瑞浪市半原公共残土処分場地すべり検討委員会」で検討を行うこととして
いる。
　令和2年5月に調査検討を開始したところ、学識経験者から盛土形状を適切に検討するため、地
下水位観測を1年間行うよう意見をいただいた。これにより、令和3年度に調査事業を繰越した。

問

答

〇諸般の報告のうち、令和２年度一般会計繰越明許費の報告議案について、質疑しました。

承第２号 令和２年度専第16号 令和２年度瑞浪市一般会計補正予算（第１5号）

　　新型コロナウイルスワクチン接種費用については、３月２４日本会議で２億円を次年度事業に繰
り越すことを承認した。市は、そのわずか５日後、2,603万６千円に減額する専決処分を行った。この
経過を問う。

　　まず、令和２年度中に接種開始を見込み、１月26日全額国費を財源とする2億円の繰越明許費
として専決処分をしたが、ワクチン供給が遅れ年度内の執行ができず、3月29日当該予算の減額と
合わせワクチン接種費の次年度繰越明許費を2,603万6千円とし、補正予算を専決処分した。次年
度予算とする判断が、3月末までできなったため、議会閉会後の専決処分となった。
　今回の補正内容は次のとおり。
財源(国庫支出金)　△1億6,844万4千円、2年度から3年度への繰越明許費　2,603万6千円

問

答

〇専決処分の承認議案について、質疑しました。

議 案 質 疑

委員会の審査報告委員会の審査報告・議案質疑
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市政一般質問
成 瀬 徳 夫（瑞政）
　・新型コロナウイルスワクチン接種について
　・ごみ問題について
　・河川整備について
　・県道大西瑞浪線の改良について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・ 移住施策について

大久保京子（新政クラブ）
　・医療的ケア児の支援について
　・生活困窮の女性支援について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・コロナ禍における学校生活について
　・コロナ禍における体育施設・学校施設の利用について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・災害時におけるトイレの確保・管理について
　・一般及び特定不妊治療費助成事業について

榛 葉 利 広（公明党）
　・社会的孤立・孤独問題について
　・所有者不明土地問題について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　 ・専門職員のモチベーションアップについて
　 ・人権施策推進指針における子育てにやさしいまちづくりについて

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・都市計画マスタープランについて
　・子ども・子育て支援事業について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・キッズゾーンの設定に伴う交通安全の確保について
　・児童・生徒のタブレットの使用について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・第８期瑞浪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について
　・第５次瑞浪市行政改革大綱について
　・瑞浪市土地開発公社の運営について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・消防団員の処遇改善と、災害激甚化並びに少子高齢
　　化社会における消防団の機能維持について
　・農地保全と地域振興のバランスの取れた土地利用について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・市体育協会について
　・市観光協会について
　・市長寿クラブ連合会について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　６月定例会では12人の議員が27の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

柴田幸一郎（創政みずなみ）

親
や
子
に
人
権
尊
重
の
勉
強
会
を

　
　
い
じ
め
は
、
他
人
に
対
す

る
人
権
尊
重
の
意
識
の
希
薄
が

原
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
親
や
子
に
人
権
尊
重
の
勉

強
会
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
第
2
次
瑞
浪
市
人
権
施
策

推
進
指
針
に
基
づ
き
人
権
啓
発

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
具
体
的

に
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、
小
中
学
校
で
の
専
門
講

師
に
よ
る
人
権
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、
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権
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発
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子
の
配
布
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ち
ょ
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と

い
い
話
」
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や
市
民
対
象

の
人
権
講
演
会
の
開
催
な
ど
。

　「
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
」
の
実
現

を
目
指
し
て
、
今
後
も
親
と
子

が
人
権
尊
重
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
。

【
ま
ち
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く
り
推
進
部
長
】

建
設
系
技
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職
員
の
能
力
ア
ッ
プ
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況
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員
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。
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欠
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系
技
術
職
員
は
、

ど
の
よ
う
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

ア
ッ
プ
を
行
っ
て
い
る
の
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。
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。
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術
力
は
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く
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に
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っ
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験
等
の
不
足
を
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な

取
り
組
み
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課
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る
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設
計
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第
3
者
視
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査
す
る
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ロ
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検
査
」、
岐

阜
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学
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M
E
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成
講
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県
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市
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建
設
技
術
職
員

研
修
」、「
若
手
建
設
技
術
職
員

研
修
会
」
な
ど
に
参
加
し
て
い

る
。

　
瑞
浪
市
の
建
設
系
技
術
職
員

は
、
技
術
を
「
共
有
」「
伝
承
」

す
る
取
り
組
み
を
行
い
、
組
織

全
体
と
し
て
技
術
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

人権尊重勉強会の様子

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　消火、救助活動など様々な役割を果たす13ｍブーム付多目的消防ポンプ自動車を購入します。

新しい消防車が配備されます
議第51号　財産の取得について

　瑞浪市日吉スポーツ施設利用者の熱中症対策として、早朝からの施設利用を可
能とするために供用時間を延長するものです。これまで午前９時からしか使えなか
った日吉スポーツ施設でしたが、本年８月１日より午前７時からの使用が可能になり
ます。

日吉スポーツ施設の供用時間を延長
議第45号　瑞浪市日吉スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

　　７時という時間を設定した理由はどのようか。問
　　日吉スポーツ施設の周辺には民家がある事を考慮し７時からとした。また、
利用が想定される団体に、利用時間について意見を伺い了承を得ている。
答

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少したなどによる「介護保険第１号被保険者の保険
料」及び「国民健康保険料」の減免について、減免対
象となる保険料の期間が令和4年3月31日までに納
期限が設定されているものに延長されます。

＜請願内容抜粋＞
　本年１月２２日、核兵器禁止条約が発効しました。日本政府は、
アメリカの「核の傘」に入っているため批准しないと表明していま
す。瑞浪市議会として日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
批准を求める意見書を提出して頂くようお願いいたします。

コロナ禍の減免措置を延長
議第43号　瑞浪市介護保険条例の一部改正

議第44号　瑞浪市国民健康保険条例の一部改正

　　減免措置の対象者への呼びかけはどのよう
か。
問

　　広報やホームページなどを通じて情報発信を
行っていく。
答

請願第2号　「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を
求める意見書」提出を求める請願書

核なき世界は多くの国の連帯
により作っていく必要があり、
そのために市議会としても声
を挙げていくべき。

請願者の想いには共感する
が、日本の安全保障や外交に
関わる問題であり、市議会と
して国に対応を求めることは
困難である。

請　願　審　査 議決結果はP15へ

反対討論賛成討論

日吉スポーツ施設

　　新車両の安全性や機動性はどのようか。

　　安全性については、作業中にブーム先端のバスケットに障害物が接触するなどした際の自動停止機能、風速7ｍ超えで
のブザー警告や10ｍ超えでの自動停止機能などを有している。
　機動性として、既に所有の消防自動車と同等の大きさの車両を購入することにより、幅員4.8ｍの道路でも通行すること
ができ、市内での活動に適したものである。

問

答

　　1億円を超える購入金額であるが、緊急防災・減災事業債以外の交付金等の財源はどのようか。

　　緊急防災・減災事業債として購入費用の100％を起債し、このうち70％が交付税算入されることから、もっとも有利な
購入方法と考えている。

問

答

委員会の審査報告市政一般質問
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市政一般質問
成 瀬 徳 夫（瑞政）
　・新型コロナウイルスワクチン接種について
　・ごみ問題について
　・河川整備について
　・県道大西瑞浪線の改良について

樋 田 翔 太（創政みずなみ）
　・ 移住施策について

大久保京子（新政クラブ）
　・医療的ケア児の支援について
　・生活困窮の女性支援について

棚 町　  潤（創政みずなみ）
　・コロナ禍における学校生活について
　・コロナ禍における体育施設・学校施設の利用について

奥 村 一 仁（創政みずなみ）
　・災害時におけるトイレの確保・管理について
　・一般及び特定不妊治療費助成事業について

榛 葉 利 広（公明党）
　・社会的孤立・孤独問題について
　・所有者不明土地問題について

柴田 幸一郎（創政みずなみ）
　 ・専門職員のモチベーションアップについて
　 ・人権施策推進指針における子育てにやさしいまちづくりについて

辻 　 正 之（新政クラブ）
　・都市計画マスタープランについて
　・子ども・子育て支援事業について

三輪田幸泰（新政クラブ）
　・キッズゾーンの設定に伴う交通安全の確保について
　・児童・生徒のタブレットの使用について

舘 林 辰 郎（日本共産党）
　・第８期瑞浪市高齢者福祉計画・介護保険事業計画について
　・第５次瑞浪市行政改革大綱について
　・瑞浪市土地開発公社の運営について

山 下 千 尋（新政クラブ）
　・消防団員の処遇改善と、災害激甚化並びに少子高齢
　　化社会における消防団の機能維持について
　・農地保全と地域振興のバランスの取れた土地利用について

熊 谷 隆 男（新政クラブ）
　・市体育協会について
　・市観光協会について
　・市長寿クラブ連合会について

　市政一般質問では、議員が市長等に対し、行政全般にわたり市の施策や方針など諸問題について質問し、答弁を求めます。
　６月定例会では12人の議員が27の標題にわたって質問をしました。質問した議員ごとに主な質問を掲載しています。

一般質問映像
検索はこちらから

柴田幸一郎（創政みずなみ）
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有
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」
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組
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全
体
と
し
て
技
術
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

人権尊重勉強会の様子

経済建設委員会

総務民生文教委員会

　消火、救助活動など様々な役割を果たす13ｍブーム付多目的消防ポンプ自動車を購入します。

新しい消防車が配備されます
議第51号　財産の取得について

　瑞浪市日吉スポーツ施設利用者の熱中症対策として、早朝からの施設利用を可
能とするために供用時間を延長するものです。これまで午前９時からしか使えなか
った日吉スポーツ施設でしたが、本年８月１日より午前７時からの使用が可能になり
ます。

日吉スポーツ施設の供用時間を延長
議第45号　瑞浪市日吉スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部改正

　　７時という時間を設定した理由はどのようか。問
　　日吉スポーツ施設の周辺には民家がある事を考慮し７時からとした。また、
利用が想定される団体に、利用時間について意見を伺い了承を得ている。
答

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減
少したなどによる「介護保険第１号被保険者の保険
料」及び「国民健康保険料」の減免について、減免対
象となる保険料の期間が令和4年3月31日までに納
期限が設定されているものに延長されます。

＜請願内容抜粋＞
　本年１月２２日、核兵器禁止条約が発効しました。日本政府は、
アメリカの「核の傘」に入っているため批准しないと表明していま
す。瑞浪市議会として日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
批准を求める意見書を提出して頂くようお願いいたします。

コロナ禍の減免措置を延長
議第43号　瑞浪市介護保険条例の一部改正

議第44号　瑞浪市国民健康保険条例の一部改正

　　減免措置の対象者への呼びかけはどのよう
か。
問

　　広報やホームページなどを通じて情報発信を
行っていく。
答

請願第2号　「日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・批准を
求める意見書」提出を求める請願書

核なき世界は多くの国の連帯
により作っていく必要があり、
そのために市議会としても声
を挙げていくべき。

請願者の想いには共感する
が、日本の安全保障や外交に
関わる問題であり、市議会と
して国に対応を求めることは
困難である。

請　願　審　査 議決結果はP15へ

反対討論賛成討論

日吉スポーツ施設

　　新車両の安全性や機動性はどのようか。

　　安全性については、作業中にブーム先端のバスケットに障害物が接触するなどした際の自動停止機能、風速7ｍ超えで
のブザー警告や10ｍ超えでの自動停止機能などを有している。
　機動性として、既に所有の消防自動車と同等の大きさの車両を購入することにより、幅員4.8ｍの道路でも通行すること
ができ、市内での活動に適したものである。

問

答

　　1億円を超える購入金額であるが、緊急防災・減災事業債以外の交付金等の財源はどのようか。

　　緊急防災・減災事業債として購入費用の100％を起債し、このうち70％が交付税算入されることから、もっとも有利な
購入方法と考えている。

問

答
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保
育
園
児
ら
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
内
閣
府
、
厚
生

労
働
省
、
警
察
庁
が
、
路
面
塗

装
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
交
通
規

制
等
の
事
故
防
止
へ
の
重
点
対

策
と
し
て
保
育
施
設
周
辺
の
道

路
で
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
園
児
へ

の
注
意
喚
起
な
ど
重
点
的
に
対

策
を
講
じ
る
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」

の
整
備
を
促
し
て
い
る
。
こ
の

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
園
外
活
動
の
安
全
確
保
の

た
め
の
方
策
と
し
て
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
定
が
制
度
と
し
て

整
備
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
活
用

の
可
否
を
含
め
警
察
等
関
係
機

関
と
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

辻　正之（新政クラブ）

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
家
庭
で
の
使
用
に
向
け
た

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
・

家
庭
学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
家
庭
で
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
。
そ
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
等
と
持
ち
帰
り
の
ル
ー
ル
、

故
障
や
破
損
時
の
対
応
、
Wi-

Fi
設
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
情
報
モ

ラ
ル
を
含
む
安
全
・
安
心
な
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
等
に
つ

い
て
家
庭
に
示
せ
る
よ
う
に
し

た
。
こ
れ
ら
の
準
備
を
夏
季
休

業
日
前
ま
で
に
整
え
、
家
庭
へ

の
持
ち
帰
り
が
で
き
る
よ
う
に

問

答

問答 児
童
・
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
に
伴
う
、

　
　
　
　
　
　
　 交
通
安
全
の
確
保

し
た
い
と
考
え
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】デジタル教科書を使う児童

　
　「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
令
和
２
年
４
月
に

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
妊
産

婦
及
び
乳
幼
児
等
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
各
種
の
相
談

に
応
じ
必
要
な
情
報
提
供
・
助

言
・
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
、

支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
、

保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の
関

係
機
関
と
の
連
携
調
整
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り

課
と
子
育
て
支
援
課
の
連
携
体

制
が
強
化
さ
れ
、
妊
娠
・
出
産
・

地
区
計
画
等
の
検
討
状
況

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
土
地
利
用
に
関
す
る
方
針

に
地
区
計
画
等
の
適
用
を
検
討

と
あ
る
が
検
討
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
良
好
な
住
環
境
を
実
現
す

る
都
市
計
画
の
手
法
の
１
つ
に

「
地
区
計
画
」
等
の
指
定
が
あ

る
。
地
区
計
画
は
一
定
の
区
域

を
対
象
に
、
用
途
地
域
な
ど
の

規
制
の
強
化
や
緩
和
、
区
域
内

の
建
築
物
に
関
す
る
規
制
を
行

う
こ
と
で
、
良
好
な
都
市
形
成

を
進
め
る
制
度
で
あ
る
。
本
市

で
は
、
現
在
、
地
区
計
画
制
度

を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
が
、

今
後
、
高
度
な
土
地
利
用
を
必

要
と
す
る
地
区
を
指
定
す
る
場

合
に
適
用
を
検
討
し
て
行
く
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

育
児
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
妊
娠
期
か
ら
保
健
指
導
等
が

必
要
な
場
合
は
、
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
支
援
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
。

【
民
生
部
次
長
】

『愛モア』子育て支援センター

介
護
保
険
料
は
高
す
ぎ
る

 

　7
期
と
同
額
、
県
下
で
は
低
い
方

　
　
第
8
期
（
令
和
3
〜
5
年
）

保
険
料
基
準
額
を
年
額
6
万
1

千
80
円
と
決
め
た
が
、
2
千
円

程
高
い
の
で
は
な
い
か
。
前
期

（
7
期
）
介
護
保
険
事
業
は
年

間
35
億
円
、
基
金
も
4
億
円
も

溜
ま
り
、
毎
年
余
剰
金
も
出
て

い
る
。
65
歳
以
上
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
。
ま
た
今
年

4
月
か
ら
年
金
は
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
保
険
制
度
の
は
じ
ま
り

は
、
月
額
3
千
円
、
20
年
経
ち

５
千
円
を
超
え
た
。
さ
ら
に
、

値
上
げ
し
て
月
額
8
千
円
か
ら

9
千
円
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
年
金
者
は
保
険
料
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
第
8
期
3
年
間
の
標
準
給

付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
費
に

約
1
0
5
億
円
か
か
る
。
予
定

保
険
料
収
納
率
を
98
％
、
第
1

号
被
保
険
者
は
3
5
，
7
4
0

人
と
見
込
み
、
基
金
も
一
部
取

り
崩
す
計
画
で
決
め
た
。
保
険

料
基
準
額
は
、
7
期
と
同
額
で
、

岐
阜
県
下
で
31
番
目
、
東
濃
5

市
で
最
も
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

【
民
生
部
長
】

山下千尋（新政クラブ）

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
行
政
改
革
期
間
を
延
長
し

て
、
第
6
次
総
合
計
画
の
期
間

に
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、

新
病
院
建
設
は
総
合
計
画
に
書

い
て
い
な
い
。
東
濃
厚
生
病
院

に
頼
っ
た
計
画
し
か
今
は
な
い
。

ど
の
よ
う
に
行
政
改
革
の
中
に

含
ま
せ
る
か
。

　
　
第
6
次
総
合
計
画
の
後
期

行
政
改
革
と
病
院
建
設

　 J
A
の
財
源
と
人
的
資
源
の
活
用

問答 問答

計
画
で
「
健
康
福
祉
」
分
野
に

岐
阜
県
地
域
医
療
構
想
に
基
づ

き
、
地
域
医
療
体
制
の
検
討
に

つ
い
て
位
置
付
け
て
い
る
。
新

病
院
に
つ
い
て
は
、
公
設
・
民

営
の
手
法
で
行
政
改
革
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。

【
市
長
】

瑞浪北部地域包括
支援センター

農
業
振
興
と
地
域
振
興
の

　 バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
地
利
用
を

　
　
農
地
の
保
全
等
の
た
め
に

設
定
さ
れ
る
農
業
振
興
（
農
振
）

地
域
だ
が
、
近
年
は
担
い
手
不

足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
農
振
地

域
内
の
農
地
の
方
が
か
え
っ
て

面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。

　
農
地
所
有
者
の
意
向
や
今
後

の
開
発
需
要
を
考
慮
し
た
計
画

の
見
直
し
を
早
期
に
行
う
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
基
盤
整
備
さ
れ
た
優
良
農

地
を
保
全
し
、
農
業
振
興
を
図

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

　
今
後
開
発
需
要
が
高
ま
る
と

想
定
さ
れ
る
瑞
浪
恵
那
道
路
及

び
道
の
駅
周
辺
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
も
、
農
地
保
全
と
地
域

振
興
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
検

証
す
る
中
で
方
針
を
定
め
て
い
く
。

【
市
長
】

消
防
団
員
の
報
酬
見
直
し
へ

　
　
人
口
減
少
や
災
害
激
甚
化
、

機
械
設
備
の
高
性
能
化
、
防
災

会
な
ど
の
地
域
防
災
組
織
の
充

実
な
ど
を
鑑
み
、
団
員
定
数
を

含
め
組
織
の
あ
り
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
通

知
に
沿
っ
て
出
動
に
応
じ
た
報

酬
制
度
の
創
設
や
報
酬
額
及
び

報
酬
の
支
給
を
団
員
個
人
に
直

接
支
給
す
る
よ
う
見
直
し
を
行

う
。
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
団
員

数
が
減
少
す
る
一
方
で
、
消
防

団
の
活
動
が
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
や
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
団
員
定
数
の
見
直
し
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。【

消
防
長
】

問答 問答

消防団員の定員と充足率の推移
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保
育
園
児
ら
の
安
全
を
確

保
す
る
た
め
、
内
閣
府
、
厚
生

労
働
省
、
警
察
庁
が
、
路
面
塗

装
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
交
通
規

制
等
の
事
故
防
止
へ
の
重
点
対

策
と
し
て
保
育
施
設
周
辺
の
道

路
で
ド
ラ
イ
バ
ー
ら
に
園
児
へ

の
注
意
喚
起
な
ど
重
点
的
に
対

策
を
講
じ
る
「
キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
」

の
整
備
を
促
し
て
い
る
。
こ
の

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
に
つ
い

て
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
園
外
活
動
の
安
全
確
保
の

た
め
の
方
策
と
し
て
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
の
設
定
が
制
度
と
し
て

整
備
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
活
用

の
可
否
を
含
め
警
察
等
関
係
機

関
と
研
究
し
検
討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

辻　正之（新政クラブ）

三輪田幸泰（新政クラブ）

　
　
家
庭
で
の
使
用
に
向
け
た

取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

　
　
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
授
業
・

家
庭
学
習
に
活
用
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
る
。

　
家
庭
で
の
使
用
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
の
理
解
と
協
力
が
不
可

欠
。
そ
の
た
め
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
、

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
等
と
持
ち
帰
り
の
ル
ー
ル
、

故
障
や
破
損
時
の
対
応
、
Wi-

Fi
設
定
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
情
報
モ

ラ
ル
を
含
む
安
全
・
安
心
な
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法
等
に
つ

い
て
家
庭
に
示
せ
る
よ
う
に
し

た
。
こ
れ
ら
の
準
備
を
夏
季
休

業
日
前
ま
で
に
整
え
、
家
庭
へ

の
持
ち
帰
り
が
で
き
る
よ
う
に

問

答

問答 児
童
・
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
使
用

キ
ッ
ズ
ゾ
ー
ン
の
設
定
に
伴
う
、

　
　
　
　
　
　
　 交
通
安
全
の
確
保

し
た
い
と
考
え
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】デジタル教科書を使う児童

　
　「
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
は
ど

の
よ
う
か
。

　
　
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま

で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

た
め
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
令
和
２
年
４
月
に

保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
開
設
し
た
。

　
事
業
内
容
と
し
て
は
、
妊
産

婦
及
び
乳
幼
児
等
の
実
情
を
把

握
す
る
こ
と
、
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
に
関
す
る
各
種
の
相
談

に
応
じ
必
要
な
情
報
提
供
・
助

言
・
保
健
指
導
を
行
う
こ
と
、

支
援
プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
、

保
健
・
医
療
ま
た
は
福
祉
の
関

係
機
関
と
の
連
携
調
整
を
行
う

こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り

課
と
子
育
て
支
援
課
の
連
携
体

制
が
強
化
さ
れ
、
妊
娠
・
出
産
・

地
区
計
画
等
の
検
討
状
況

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
土
地
利
用
に
関
す
る
方
針

に
地
区
計
画
等
の
適
用
を
検
討

と
あ
る
が
検
討
状
況
は
ど
の
よ

う
か
。

　
　
良
好
な
住
環
境
を
実
現
す

る
都
市
計
画
の
手
法
の
１
つ
に

「
地
区
計
画
」
等
の
指
定
が
あ

る
。
地
区
計
画
は
一
定
の
区
域

を
対
象
に
、
用
途
地
域
な
ど
の

規
制
の
強
化
や
緩
和
、
区
域
内

の
建
築
物
に
関
す
る
規
制
を
行

う
こ
と
で
、
良
好
な
都
市
形
成

を
進
め
る
制
度
で
あ
る
。
本
市

で
は
、
現
在
、
地
区
計
画
制
度

を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
が
、

今
後
、
高
度
な
土
地
利
用
を
必

要
と
す
る
地
区
を
指
定
す
る
場

合
に
適
用
を
検
討
し
て
行
く
。

【
建
設
部
長
】

問答 問答

育
児
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
妊
娠
期
か
ら
保
健
指
導
等
が

必
要
な
場
合
は
、
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
支
援
プ

ラ
ン
を
策
定
す
る
。

【
民
生
部
次
長
】

『愛モア』子育て支援センター

介
護
保
険
料
は
高
す
ぎ
る

 

　7
期
と
同
額
、
県
下
で
は
低
い
方

　
　
第
8
期
（
令
和
3
〜
5
年
）

保
険
料
基
準
額
を
年
額
6
万
1

千
80
円
と
決
め
た
が
、
2
千
円

程
高
い
の
で
は
な
い
か
。
前
期

（
7
期
）
介
護
保
険
事
業
は
年

間
35
億
円
、
基
金
も
4
億
円
も

溜
ま
り
、
毎
年
余
剰
金
も
出
て

い
る
。
65
歳
以
上
は
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
る
。
ま
た
今
年

4
月
か
ら
年
金
は
引
き
下
げ
ら

れ
た
。
保
険
制
度
の
は
じ
ま
り

は
、
月
額
3
千
円
、
20
年
経
ち

５
千
円
を
超
え
た
。
さ
ら
に
、

値
上
げ
し
て
月
額
8
千
円
か
ら

9
千
円
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
年
金
者
は
保
険
料
に
苦
し

め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
第
8
期
3
年
間
の
標
準
給

付
費
及
び
地
域
支
援
事
業
費
に

約
1
0
5
億
円
か
か
る
。
予
定

保
険
料
収
納
率
を
98
％
、
第
1

号
被
保
険
者
は
3
5
，
7
4
0

人
と
見
込
み
、
基
金
も
一
部
取

り
崩
す
計
画
で
決
め
た
。
保
険

料
基
準
額
は
、
7
期
と
同
額
で
、

岐
阜
県
下
で
31
番
目
、
東
濃
5

市
で
最
も
低
い
も
の
と
な
っ
て

い
る
。

【
民
生
部
長
】

山下千尋（新政クラブ）

舘林辰郎（日本共産党）

　
　
行
政
改
革
期
間
を
延
長
し

て
、
第
6
次
総
合
計
画
の
期
間

に
合
わ
せ
る
と
し
て
い
る
が
、

新
病
院
建
設
は
総
合
計
画
に
書

い
て
い
な
い
。
東
濃
厚
生
病
院

に
頼
っ
た
計
画
し
か
今
は
な
い
。

ど
の
よ
う
に
行
政
改
革
の
中
に

含
ま
せ
る
か
。

　
　
第
6
次
総
合
計
画
の
後
期

行
政
改
革
と
病
院
建
設

　 J
A
の
財
源
と
人
的
資
源
の
活
用

問答 問答

計
画
で
「
健
康
福
祉
」
分
野
に

岐
阜
県
地
域
医
療
構
想
に
基
づ

き
、
地
域
医
療
体
制
の
検
討
に

つ
い
て
位
置
付
け
て
い
る
。
新

病
院
に
つ
い
て
は
、
公
設
・
民

営
の
手
法
で
行
政
改
革
の
取
り

組
み
を
推
進
す
る
。

【
市
長
】

瑞浪北部地域包括
支援センター

農
業
振
興
と
地
域
振
興
の

　 バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
土
地
利
用
を

　
　
農
地
の
保
全
等
の
た
め
に

設
定
さ
れ
る
農
業
振
興
（
農
振
）

地
域
だ
が
、
近
年
は
担
い
手
不

足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
農
振
地

域
内
の
農
地
の
方
が
か
え
っ
て

面
積
を
減
少
さ
せ
て
い
る
。

　
農
地
所
有
者
の
意
向
や
今
後

の
開
発
需
要
を
考
慮
し
た
計
画

の
見
直
し
を
早
期
に
行
う
べ
き

で
な
い
か
。

　
　
基
盤
整
備
さ
れ
た
優
良
農

地
を
保
全
し
、
農
業
振
興
を
図

る
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る

が
、
公
益
性
が
特
に
高
い
と
認

め
ら
れ
る
事
業
に
つ
い
て
は
実

施
し
て
い
く
こ
と
で
地
域
振
興

を
図
っ
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

　
今
後
開
発
需
要
が
高
ま
る
と

想
定
さ
れ
る
瑞
浪
恵
那
道
路
及

び
道
の
駅
周
辺
の
土
地
利
用
に

つ
い
て
も
、
農
地
保
全
と
地
域

振
興
の
両
面
か
ら
総
合
的
に
検

証
す
る
中
で
方
針
を
定
め
て
い
く
。

【
市
長
】

消
防
団
員
の
報
酬
見
直
し
へ

　
　
人
口
減
少
や
災
害
激
甚
化
、

機
械
設
備
の
高
性
能
化
、
防
災

会
な
ど
の
地
域
防
災
組
織
の
充

実
な
ど
を
鑑
み
、
団
員
定
数
を

含
め
組
織
の
あ
り
方
を
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
総
務
省
か
ら
出
さ
れ
た
通

知
に
沿
っ
て
出
動
に
応
じ
た
報

酬
制
度
の
創
設
や
報
酬
額
及
び

報
酬
の
支
給
を
団
員
個
人
に
直

接
支
給
す
る
よ
う
見
直
し
を
行

う
。
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
、
人
口
減
少
に
伴
い
団
員

数
が
減
少
す
る
一
方
で
、
消
防

団
の
活
動
が
多
様
化
し
て
い
る

こ
と
や
、
団
員
一
人
ひ
と
り
の

負
担
が
増
え
て
い
る
こ
と
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
の
実
情
に

合
っ
た
団
員
定
数
の
見
直
し
に

向
け
検
討
し
て
い
く
。【

消
防
長
】

問答 問答

消防団員の定員と充足率の推移

市政一般質問市政一般質問
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医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童

　
　市
内
小
学
校
へ
通
学
可
能
に

う
な
情
報
発
信
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
移
住
定
住
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
し
て
、
専
用
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
導
入
を
行
い
、
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
合
わ

せ
て
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
、
本
市
の
魅
力
発
信

を
図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

教
職
員
や
保
育
士
へ
優
先
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　 接
種
を
進
め
る

　
　
自
治
会
で
維
持
管
理
し
て

い
る
ご
み
集
積
場
を
自
治
会
未

加
入
者
が
利
用
す
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
自
治
会
が
管
理
す
る
集
積

場
を
自
治
会
未
加
入
者
が
利
用

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
が
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
あ
り
、

集
積
場
周
囲
の
皆
さ
ん
の
相
互

理
解
に
よ
り
共
用
い
た
だ
き
た

い
。

　
管
理
作
業
に
加
わ
る
な
ど
自

治
会
未
加
入
者
が
、
周
辺
住
民

の
理
解
を
得
て
利
用
さ
れ
て
い

る
事
例
も
多
く
あ
る
。

　
自
治
会
未
加
入
者
か
ら
ご
み

集
積
場
利
用
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
自
治
会
や
近
所
の
方

に
相
談
す
る
よ
う
、
ま
た
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
不
燃
物

最
終
処
分
場
へ
直
接
持
ち
込
む

こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
併

せ
て
案
内
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

熊谷 隆男（新政クラブ）

成瀬徳夫（瑞政）

　
　
保
育
士
や
教
職
員
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
接
種
が
先
決
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
本
市
に
お
い
て
も
、
幼
児

園
や
学
校
で
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、

高
齢
者
の
集
団
接
種
の
際
、
発

生
す
る
余
剰
ワ
ク
チ
ン
を
市
内

在
住
の
保
育
士
等
に
接
種
し
て

い
る
。
今
後
、
64
歳
以
下
の
一

般
接
種
を
行
う
に
あ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
る
教
職
員
や

問答 問答ご
み
集
積
場
は
相
互
理
解
に
よ
り

　
　
　 共
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

保
育
士
等
に
対
し
て
、
優
先
的

に
接
種
を
進
め
て
い
く
。【

市
長
】保育士の優先接種

　
　
観
光
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
構
想
・
方
針
を
明
確
に
し
、

観
光
協
会
の
継
続
的
運
営
の
た

め
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
協
会
の
法
人
化
に

よ
っ
て
観
光
事
業
の
促
進
を
図

る
構
想
を
進
め
て
き
た
が
、
先

ず
は
現
在
の
観
光
協
会
を
し
っ

か
り
と
し
た
組
織
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
を
今
年
度
中
を
目
途

に
進
め
て
い
く
。
本
市
は
全
国

的
に
通
用
す
る
よ
う
な
観
光
資

源
を
有
し
て
い
な
い
。
新
た
な

観
光
資
源
を
開
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
、
現
在
進
行
中
で

あ
る
「
道
の
駅
」
を
大
き
な
観

光
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
基

本
計
画
を
た
て
て
具
体
的
に
進

め
て
い
く
。

　
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
本
市

市
体
育
協
会
と
の
新
た
な
連
携

市
観
光
協
会
の
再
構
築

　
　
競
技
参
加
者
の
人
数
拡
大

や
市
民
の
健
康
増
進
及
び
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
他
の
部
課

や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
新
た

な
活
動
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
体
育
協
会
や
各
支
部
が
行

う
事
業
で
、
市
と
の
連
携
が
必

要
な
事
業
が
あ
れ
ば
協
力
し
て

い
く
。
ま
た
、
市
が
行
う
行
事

や
催
し
に
お
い
て
、
各
担
当
部

署
か
ら
体
育
協
会
に
対
し
て
の

情
報
発
信
や
、
事
業
へ
の
参
画

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
今
ま
で

以
上
に
体
育
協
会
と
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
、
健
康
増
進
及

び
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活

動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
先
ず
は
、
実
情
を
分
析
し
検

証
の
上
、
体
育
協
会
や
地
区
と

の
新
し
い
関
係
を
検
討
す
る
。

【
市
長
】

問答 問答

の
身
の
丈
に
合
っ
た
観
光
協
会

と
し
て
確
立
し
て
い
く
中
で
法

人
化
の
有
無
も
含
め
て
白
紙
に

戻
し
、
現
在
の
役
員
や
会
員
の

方
々
と
の
連
携
を
図
り
法
人
化

を
そ
の
後
の
課
題
と
し
て
見
直

し
を
進
め
再
構
築
す
る
。【

市
長
】瑞浪市の観光資源のひとつ「大湫宿」

　
　
移
住
定
住
は
第
6
次
瑞
浪

市
総
合
計
画
の
3
プ
ラ
ス
１
の

重
点
方
針
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

人
口
減
少
に
対
し
て
直
結
す
る

重
要
課
題
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
地
方
へ
の
移
住
に

関
心
を
持
つ
方
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
移
住
者
を
呼
び
込

む
た
め
の
新
た
な
手
を
打
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
の
魅
力

向
上
や
、
生
活
体
験
を
目
的
と

し
た
お
試
し
住
宅
の
整
備
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　
物
件
の
魅
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
へ
の
登
録
を
条
件
に
、
家
財

道
具
の
処
分
等
の
補
助
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
お
試
し
住
宅
の

整
備
は
、
実
際
に
そ
の
土
地
に

滞
在
す
る
こ
と
で
、
移
住
し
た

後
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

定
住
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加

が
期
待
で
き
る
た
め
前
向
き
に

検
討
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

大久保京子（新政クラブ）

樋田翔太（創政みずなみ）

　
　
移
住
先
と
し
て
選
定
さ
れ

る
た
め
に
、
本
市
の
魅
力
が
地

方
へ
の
移
住
希
望
者
の
目
に
触

れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
の
周
辺
部
で
は
、
自
然

に
あ
ふ
れ
静
か
な
環
境
で
生
活

が
で
き
る
こ
と
、
中
心
部
で
は
、

商
業
施
設
や
学
校
な
ど
の
利
便

性
が
高
い
こ
と
な
ど
の
魅
力
が

移
住
希
望
者
に
正
し
く
伝
わ
り
、

移
住
先
と
し
て
選
定
さ
れ
る
よ

お
試
し
住
宅
で
移
住
の
促
進
を

移
住
希
望
者
に
伝
わ
る
情
報
発
信

問

答

問答

田舎暮らしお試し住宅
（羽咋市）

はくい

コ
ロ
ナ
禍
生
活
困
窮
女
性
を
支
援

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
な
ど
の
影
響
で
生
活
に

困
窮
す
る
女
性
を
支
援
す
る
た

め
、
市
の
防
災
備
蓄
品
で
あ
る

生
理
用
品
の
無
償
配
布
を
行
う

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　
本
市
の
防
災
備
蓄
品
に
、
生

理
用
品
は
入
っ
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
市
で
の
備
蓄
は
な

い
。
災
害
時
に
は
市
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
協
定
を
結
ん
だ
民

間
企
業
か
ら
の
供
給
が
可
能
で

あ
る
が
、
女
性
の
生
活
必
需
品

で
あ
り
、
今
後
は
災
害
発
生
直

後
、
避
難
者
へ
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
備
蓄
を
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
近
隣
市
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
園
等
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い

る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　
　
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
を
整

え
る
た
め
、令
和
2
年
3
月
「
岐

阜
県
瑞
浪
市
立
小
・
中
学
校
に

お
け
る
医
療
的
ケ
ア
実
施
体
制

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。

令
和
2
年
5
月
と
10
月
に
審
議

会
を
開
催
し
、
対
象
児
童
1
名

の
転
入
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
看
護
師
ま
た
は

保
護
者
が
学
校
に
滞
在
し
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
的
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
大
前

提
に
、
学
校
と
主
治
医
が
連
携

を
と
る
こ
と
や
校
内
で
処
置
す

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

等
の
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

令
和
2
年
11
月
か
ら
市
内
小
学

校
で
生
活
を
始
め
て
い
る
。

　
幼
児
園
で
は
、
学
校
で
の
受

入
れ
体
制
や
他
市
の
取
り
組
み

状
況
を
参
考
に
受
け
入
れ
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答
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医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
児
童

　
　市
内
小
学
校
へ
通
学
可
能
に

う
な
情
報
発
信
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
移
住
定
住
情
報
発
信
ツ
ー

ル
と
し
て
、
専
用
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
の
導
入
を
行
い
、
ポ
ス

タ
ー
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
合
わ

せ
て
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
に
対
し
、
本
市
の
魅
力
発
信

を
図
っ
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

教
職
員
や
保
育
士
へ
優
先
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　 接
種
を
進
め
る

　
　
自
治
会
で
維
持
管
理
し
て

い
る
ご
み
集
積
場
を
自
治
会
未

加
入
者
が
利
用
す
る
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
自
治
会
が
管
理
す
る
集
積

場
を
自
治
会
未
加
入
者
が
利
用

す
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
が
、

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
で
あ
り
、

集
積
場
周
囲
の
皆
さ
ん
の
相
互

理
解
に
よ
り
共
用
い
た
だ
き
た

い
。

　
管
理
作
業
に
加
わ
る
な
ど
自

治
会
未
加
入
者
が
、
周
辺
住
民

の
理
解
を
得
て
利
用
さ
れ
て
い

る
事
例
も
多
く
あ
る
。

　
自
治
会
未
加
入
者
か
ら
ご
み

集
積
場
利
用
の
相
談
が
あ
っ
た

場
合
は
、
自
治
会
や
近
所
の
方

に
相
談
す
る
よ
う
、
ま
た
、
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
不
燃
物

最
終
処
分
場
へ
直
接
持
ち
込
む

こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
を
併

せ
て
案
内
し
て
い
る
。

【
経
済
部
次
長
】

熊谷 隆男（新政クラブ）

成瀬徳夫（瑞政）

　
　
保
育
士
や
教
職
員
へ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
優
先
接
種
が
先
決
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

　
　
本
市
に
お
い
て
も
、
幼
児

園
や
学
校
で
感
染
者
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策

は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
そ
の
た
め
、
現
在
、

高
齢
者
の
集
団
接
種
の
際
、
発

生
す
る
余
剰
ワ
ク
チ
ン
を
市
内

在
住
の
保
育
士
等
に
接
種
し
て

い
る
。
今
後
、
64
歳
以
下
の
一

般
接
種
を
行
う
に
あ
た
り
、
子

ど
も
た
ち
と
関
わ
る
教
職
員
や

問答 問答ご
み
集
積
場
は
相
互
理
解
に
よ
り

　
　
　 共
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

保
育
士
等
に
対
し
て
、
優
先
的

に
接
種
を
進
め
て
い
く
。【

市
長
】保育士の優先接種

　
　
観
光
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
構
想
・
方
針
を
明
確
に
し
、

観
光
協
会
の
継
続
的
運
営
の
た

め
の
検
討
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
観
光
協
会
の
法
人
化
に

よ
っ
て
観
光
事
業
の
促
進
を
図

る
構
想
を
進
め
て
き
た
が
、
先

ず
は
現
在
の
観
光
協
会
を
し
っ

か
り
と
し
た
組
織
と
し
て
確
立

す
る
こ
と
を
今
年
度
中
を
目
途

に
進
め
て
い
く
。
本
市
は
全
国

的
に
通
用
す
る
よ
う
な
観
光
資

源
を
有
し
て
い
な
い
。
新
た
な

観
光
資
源
を
開
発
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
中
、
現
在
進
行
中
で

あ
る
「
道
の
駅
」
を
大
き
な
観

光
の
拠
点
と
す
る
た
め
に
、
基

本
計
画
を
た
て
て
具
体
的
に
進

め
て
い
く
。

　
法
人
化
に
つ
い
て
は
、
本
市

市
体
育
協
会
と
の
新
た
な
連
携

市
観
光
協
会
の
再
構
築

　
　
競
技
参
加
者
の
人
数
拡
大

や
市
民
の
健
康
増
進
及
び
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
他
の
部
課

や
地
域
と
の
連
携
を
深
め
新
た

な
活
動
を
推
進
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
体
育
協
会
や
各
支
部
が
行

う
事
業
で
、
市
と
の
連
携
が
必

要
な
事
業
が
あ
れ
ば
協
力
し
て

い
く
。
ま
た
、
市
が
行
う
行
事

や
催
し
に
お
い
て
、
各
担
当
部

署
か
ら
体
育
協
会
に
対
し
て
の

情
報
発
信
や
、
事
業
へ
の
参
画

を
お
願
い
す
る
な
ど
、
今
ま
で

以
上
に
体
育
協
会
と
の
連
携
を

深
め
る
こ
と
で
、
健
康
増
進
及

び
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活

動
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
先
ず
は
、
実
情
を
分
析
し
検

証
の
上
、
体
育
協
会
や
地
区
と

の
新
し
い
関
係
を
検
討
す
る
。

【
市
長
】

問答 問答

の
身
の
丈
に
合
っ
た
観
光
協
会

と
し
て
確
立
し
て
い
く
中
で
法

人
化
の
有
無
も
含
め
て
白
紙
に

戻
し
、
現
在
の
役
員
や
会
員
の

方
々
と
の
連
携
を
図
り
法
人
化

を
そ
の
後
の
課
題
と
し
て
見
直

し
を
進
め
再
構
築
す
る
。【

市
長
】瑞浪市の観光資源のひとつ「大湫宿」

　
　
移
住
定
住
は
第
6
次
瑞
浪

市
総
合
計
画
の
3
プ
ラ
ス
１
の

重
点
方
針
に
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、

人
口
減
少
に
対
し
て
直
結
す
る

重
要
課
題
で
あ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
に
よ
り
、
地
方
へ
の
移
住
に

関
心
を
持
つ
方
も
増
え
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
移
住
者
を
呼
び
込

む
た
め
の
新
た
な
手
を
打
つ
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
物
件
の
魅
力

向
上
や
、
生
活
体
験
を
目
的
と

し
た
お
試
し
住
宅
の
整
備
を
検

討
で
き
な
い
か
。

　
　
物
件
の
魅
力
向
上
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
へ
の
登
録
を
条
件
に
、
家
財

道
具
の
処
分
等
の
補
助
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
お
試
し
住
宅
の

整
備
は
、
実
際
に
そ
の
土
地
に

滞
在
す
る
こ
と
で
、
移
住
し
た

後
の
生
活
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
、

定
住
人
口
や
関
係
人
口
の
増
加

が
期
待
で
き
る
た
め
前
向
き
に

検
討
す
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

大久保京子（新政クラブ）

樋田翔太（創政みずなみ）

　
　
移
住
先
と
し
て
選
定
さ
れ

る
た
め
に
、
本
市
の
魅
力
が
地

方
へ
の
移
住
希
望
者
の
目
に
触

れ
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
市
の
周
辺
部
で
は
、
自
然

に
あ
ふ
れ
静
か
な
環
境
で
生
活

が
で
き
る
こ
と
、
中
心
部
で
は
、

商
業
施
設
や
学
校
な
ど
の
利
便

性
が
高
い
こ
と
な
ど
の
魅
力
が

移
住
希
望
者
に
正
し
く
伝
わ
り
、

移
住
先
と
し
て
選
定
さ
れ
る
よ

お
試
し
住
宅
で
移
住
の
促
進
を

移
住
希
望
者
に
伝
わ
る
情
報
発
信

問

答

問答

田舎暮らしお試し住宅
（羽咋市）

はくい

コ
ロ
ナ
禍
生
活
困
窮
女
性
を
支
援

　
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
な
ど
の
影
響
で
生
活
に

困
窮
す
る
女
性
を
支
援
す
る
た

め
、
市
の
防
災
備
蓄
品
で
あ
る

生
理
用
品
の
無
償
配
布
を
行
う

自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

　
本
市
の
防
災
備
蓄
品
に
、
生

理
用
品
は
入
っ
て
い
る
か
。

　
　
現
在
、
市
で
の
備
蓄
は
な

い
。
災
害
時
に
は
市
か
ら
の
要

請
に
よ
り
、
協
定
を
結
ん
だ
民

間
企
業
か
ら
の
供
給
が
可
能
で

あ
る
が
、
女
性
の
生
活
必
需
品

で
あ
り
、
今
後
は
災
害
発
生
直

後
、
避
難
者
へ
の
対
応
が
で
き

る
よ
う
、
備
蓄
を
し
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

　
　
近
隣
市
で
は
、
幼
稚
園
や

保
育
園
等
に
お
け
る
医
療
的
ケ

ア
児
の
受
け
入
れ
を
進
め
て
い

る
が
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
き
た
の
か
。

　
　
公
立
小
中
学
校
に
お
け
る

医
療
的
ケ
ア
の
実
施
体
制
を
整

え
る
た
め
、令
和
2
年
3
月
「
岐

阜
県
瑞
浪
市
立
小
・
中
学
校
に

お
け
る
医
療
的
ケ
ア
実
施
体
制

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
た
。

令
和
2
年
5
月
と
10
月
に
審
議

会
を
開
催
し
、
対
象
児
童
1
名

の
転
入
に
つ
い
て
審
議
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
看
護
師
ま
た
は

保
護
者
が
学
校
に
滞
在
し
、
必

要
な
と
き
に
必
要
な
医
療
的
ケ

ア
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
大
前

提
に
、
学
校
と
主
治
医
が
連
携

を
と
る
こ
と
や
校
内
で
処
置
す

る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ
と

等
の
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

令
和
2
年
11
月
か
ら
市
内
小
学

校
で
生
活
を
始
め
て
い
る
。

　
幼
児
園
で
は
、
学
校
で
の
受

入
れ
体
制
や
他
市
の
取
り
組
み

状
況
を
参
考
に
受
け
入
れ
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

【
民
生
部
次
長
】

問答 問答
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不
妊
治
療
に
は
精
神
的
、

肉
体
的
、
経
済
的
に
多
大
な
負

担
が
か
か
る
。
一
般
及
び
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
要
件

を
見
直
し
、
新
た
に
男
性
不
妊

治
療
や
不
育
症
治
療
費
を
助
成

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
制
度
開
始
か
ら
６
年

が
経
過
し
、
事
業
内
容
の
見
直

し
が
必
要
と
な
る
時
期
に
来
て

い
る
。

　
事
実
婚
の
夫
婦
を
対
象
と
す

る
こ
と
、
住
所
要
件
の
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
一
般
不
妊
治
療
費
の
年
齢
要

件
に
つ
い
て
は
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

　
男
性
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て

は
、
検
査
費
用
を
助
成
の
対
象

と
し
て
お
り
、
県
の
助
成
事
業

も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
く
。

　
不
育
症
治
療
費
に
つ
い
て
は
、

国
が
順
次
、
保
険
適
用
を
目
指

し
て
お
り
、
県
が
検
査
費
用
助

成
事
業
を
開
始
し
た
。
市
も
検

討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は

ト
イ
レ
環
境
の
迅
速
な
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
仮
設
ト
イ
レ
の

確
保
に
関
す
る
協
定
の
締
結
や
、

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確

保
・
管
理
計
画
を
策
定
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
確
保
・
管
理
は
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
市
は
仮
設
ト
イ
レ
の

備
蓄
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

て
岐
阜
県
災
害
時
広
域
受
援
計

画
に
基
づ
き
、
県
に
対
し
て
支

援
を
要
請
す
る
。
他
の
自
治
体

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
災
害
時

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
供
給
に
関

す
る
協
定
に
つ
い
て
検
討
し
て

問答 問答 災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保

子
ど
も
を
も
つ
こ
と
へ
の
希
望
を

い
く
。

　
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
に
あ
る
ト
イ
レ

の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
記

述
を
追
加
す
る
こ
と
も
含
め
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

各家庭で１週間分の
備蓄を推奨

　
　
他
市
と
比
較
す
る
と
体
育

施
設
・
学
校
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
の
取
り
決
め
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
が
、
東
濃
全
域
で

貸
館
利
用
の
ル
ー
ル
を
統
一
で

き
な
い
か
。

　
　
各
市
で
の
感
染
状
況
や
施

設
の
管
理
体
制
に
相
違
が
あ
る

ほ
か
、
統
一
す
る
こ
と
で
瑞
浪

市
と
し
て
独
自
の
取
り
決
め
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
困
難
で
あ
る
。
市
を
ま
た
ぐ

移
動
を
抑
止
す
る
こ
と
は
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
た
め
、
近
隣
市
と
取
り

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
生
活

貸
館
利
用
の
ル
ー
ル
統
一
を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

生
活
は
昨
年
と
比
較
し
て
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
。
ま
た
今

後
の
教
育
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
今
年
度
は
、
大
き
な
臨
時

休
業
が
な
け
れ
ば
夏
休
み
等
を

短
縮
す
る
こ
と
な
く
授
業
時
間

を
確
保
で
き
る
。
音
楽
・
体
育

等
の
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
活
動

は
学
習
内
容
を
工
夫
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
行
事
に
つ
い
て
は
各
学
校
に

お
い
て
安
全
第
一
で
対
応
し
て

お
り
、
修
学
旅
行
は
秋
以
降
と

し
、
行
先
変
更
も
検
討
し
な
が

ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
Ｇ
Ｗ
後

に
小
学
校
に
お
い
て
複
数
の
感

染
者
が
で
た
た
め
、
市
独
自
に

部
活
動
の
制
限
を
設
け
た
が
、

６
月
か
ら
は
県
の
方
針
に
従
っ

て
活
動
し
て
い
る
。

　
今
後
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

は
、
安
全
安
心
な
学
び
の
場
の

構
築
、
新
学
習
指
導
要
領
の
着

実
な
実
施
を
通
じ
て
「
令
和
の

時
代
の
瑞
浪
教
育
」
の
確
立
を

目
指
す
。

【
教
育
長
】

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

決
め
内
容
の
確
認
・
情
報
交
換

を
図
る
な
ど
連
携
に
努
め
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】貸館のひとつ「瑞浪市民体育館」

　
　
社
会
的
孤
立
・
孤
独
対
策

と
し
て
重
層
的
な
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
窓
口
の
設

置
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
る
相
談
に
関
し
て
は
、

各
分
野
の
担
当
、
関
係
機
関
が

集
ま
り
ケ
ー
ス
検
討
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
連
携
体
制
に
よ
り

支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
う
い
っ
た
課
題
全
て
を
受

け
止
め
る
新
た
な
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
体

制
を
大
き
く
見
直
す
必
要
が
あ

る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で

の
連
携
を
強
化
す
る
な
か
で
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
国
の
示
す
考

え
方
や
、
他
市
の
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
継
続
的

に
調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

【
市
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
所
有
者
不
明
土
地
に
関
し

て
、
新
た
な
法
改
正
に
よ
り
、

公
共
用
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
か
。

　
　
不
動
産
登
記
法
の
改
正
に

よ
る
相
続
登
記
の
義
務
化
に
よ

り
、
今
後
、
徐
々
に
相
続
登
記

が
さ
れ
な
い
土
地
が
減
少
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
、
公
共
用
地

取
得
に
か
か
る
期
間
の
短
縮
が

見
込
ま
れ
る
。

　
改
正
不
動
産
登
記
法
、
改
正

民
法
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
法

は
原
則
と
し
て
公
布
後
２
年
以

内
、
た
だ
し
、
相
続
登
記
の
義

務
化
は
３
年
以
内
、
住
所
変
更

登
記
の
申
請
義
務
化
関
係
の
改

正
は
５
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る

孤
立
・
孤
独
か
ら
市
民
を
守
る

所
有
者
不
明
土
地
の
増
加
抑
制
を

問答 問答

予
定
な
の
で
、
法
律
の
施
行
状

況
を
見
な
が
ら
、
市
民
へ
の
周

知
な
ど
制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
協
力
し
て
い
く
。

【
建
設
部
長
】

市内の荒廃した分譲地

11月2日に市内公立中学校とオンラインで議会報告会を開催します
議会報告会
の

お知らせ

一般質問 気になる その後

　コロナ禍における新たな取り組みとして、本年度は市内公立中学校の生徒さん
を対象として議会報告会を行います。事前に各学校へ出向き、議会についてのお
話をしたうえで、当日にオンラインによる意見交換を含む議会報告会を行います。
　中学生のみなさんがイメージする議会や政治について、また自分が描く将来像
など意見交換ができるよう準備しています。

東濃で初めて医療的ケア児
の受け入れが始まりました
　受け入れに関するガイドライン
策定後、医療的ケアに関する審議
会や委員会による審議を経て、令
和2年11月から市内小学校で該
当児童１名が生活を始めています。
幼児園での受け入れも今後検討
されます。

　医療的ケアが必要な子どもで
あっても、本人や両親の希望する
学校に通えるように公立小中学
校の受け入れ環境整備を進めて
ほしい。

　医療的ケア児に対する支援を
行う関係機関と協議し、必要な支
援を円滑に受けることができるよ
うにするための体制づくりを進め
ていく。

医療的ケア児も通える公立学校を （H30年6月議会ほかで質問）

一般質問で取り上げた課題が、その後どのように市政に
反映されたのか追跡調査しました。

質問 答弁

市政一般質問・一般質問気になるその後・議会報告会 市政一般質問

1011



　
　
不
妊
治
療
に
は
精
神
的
、

肉
体
的
、
経
済
的
に
多
大
な
負

担
が
か
か
る
。
一
般
及
び
特
定

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
要
件

を
見
直
し
、
新
た
に
男
性
不
妊

治
療
や
不
育
症
治
療
費
を
助
成

し
て
は
ど
う
か
。

　
　
市
の
制
度
開
始
か
ら
６
年

が
経
過
し
、
事
業
内
容
の
見
直

し
が
必
要
と
な
る
時
期
に
来
て

い
る
。

　
事
実
婚
の
夫
婦
を
対
象
と
す

る
こ
と
、
住
所
要
件
の
見
直
し

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
一
般
不
妊
治
療
費
の
年
齢
要

件
に
つ
い
て
は
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
て
慎
重
に
検
討
し
て

い
く
。

　
男
性
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て

は
、
検
査
費
用
を
助
成
の
対
象

と
し
て
お
り
、
県
の
助
成
事
業

も
併
せ
て
紹
介
し
て
い
く
。

　
不
育
症
治
療
費
に
つ
い
て
は
、

国
が
順
次
、
保
険
適
用
を
目
指

し
て
お
り
、
県
が
検
査
費
用
助

成
事
業
を
開
始
し
た
。
市
も
検

討
し
て
い
く
。

【
民
生
部
次
長
】

棚町　潤（創政みずなみ）

奥村一仁（創政みずなみ）

　
　
大
規
模
災
害
発
生
時
に
は

ト
イ
レ
環
境
の
迅
速
な
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
仮
設
ト
イ
レ
の

確
保
に
関
す
る
協
定
の
締
結
や
、

避
難
所
に
お
け
る
ト
イ
レ
の
確

保
・
管
理
計
画
を
策
定
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
災
害
時
に
お
け
る
ト
イ
レ

の
確
保
・
管
理
は
深
刻
な
問
題

で
あ
る
。
市
は
仮
設
ト
イ
レ
の

備
蓄
は
な
い
が
、
必
要
に
応
じ

て
岐
阜
県
災
害
時
広
域
受
援
計

画
に
基
づ
き
、
県
に
対
し
て
支

援
を
要
請
す
る
。
他
の
自
治
体

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
災
害
時

に
お
け
る
ト
イ
レ
の
供
給
に
関

す
る
協
定
に
つ
い
て
検
討
し
て

問答 問答 災
害
時
の
ト
イ
レ
の
確
保

子
ど
も
を
も
つ
こ
と
へ
の
希
望
を

い
く
。

　
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
に
あ
る
ト
イ
レ

の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
記

述
を
追
加
す
る
こ
と
も
含
め
て

検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長
】

各家庭で１週間分の
備蓄を推奨

　
　
他
市
と
比
較
す
る
と
体
育

施
設
・
学
校
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
の
取
り
決
め
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
が
、
東
濃
全
域
で

貸
館
利
用
の
ル
ー
ル
を
統
一
で

き
な
い
か
。

　
　
各
市
で
の
感
染
状
況
や
施

設
の
管
理
体
制
に
相
違
が
あ
る

ほ
か
、
統
一
す
る
こ
と
で
瑞
浪

市
と
し
て
独
自
の
取
り
決
め
が

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
困
難
で
あ
る
。
市
を
ま
た
ぐ

移
動
を
抑
止
す
る
こ
と
は
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
も
重
要

で
あ
る
た
め
、
近
隣
市
と
取
り

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校
生
活

貸
館
利
用
の
ル
ー
ル
統
一
を

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
校

生
活
は
昨
年
と
比
較
し
て
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
。
ま
た
今

後
の
教
育
体
制
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

　
　
今
年
度
は
、
大
き
な
臨
時

休
業
が
な
け
れ
ば
夏
休
み
等
を

短
縮
す
る
こ
と
な
く
授
業
時
間

を
確
保
で
き
る
。
音
楽
・
体
育

等
の
感
染
リ
ス
ク
の
高
い
活
動

は
学
習
内
容
を
工
夫
し
て
対
応

し
て
い
る
。

　
行
事
に
つ
い
て
は
各
学
校
に

お
い
て
安
全
第
一
で
対
応
し
て

お
り
、
修
学
旅
行
は
秋
以
降
と

し
、
行
先
変
更
も
検
討
し
な
が

ら
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
部
活
動
に
つ
い
て
は
Ｇ
Ｗ
後

に
小
学
校
に
お
い
て
複
数
の
感

染
者
が
で
た
た
め
、
市
独
自
に

部
活
動
の
制
限
を
設
け
た
が
、

６
月
か
ら
は
県
の
方
針
に
従
っ

て
活
動
し
て
い
る
。

　
今
後
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

は
、
安
全
安
心
な
学
び
の
場
の

構
築
、
新
学
習
指
導
要
領
の
着

実
な
実
施
を
通
じ
て
「
令
和
の

時
代
の
瑞
浪
教
育
」
の
確
立
を

目
指
す
。

【
教
育
長
】

【
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長
】

問答 問答

決
め
内
容
の
確
認
・
情
報
交
換

を
図
る
な
ど
連
携
に
努
め
る
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】貸館のひとつ「瑞浪市民体育館」

　
　
社
会
的
孤
立
・
孤
独
対
策

と
し
て
重
層
的
な
相
談
支
援
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
窓
口
の
設

置
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
こ
れ
ま
で
、
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
る
相
談
に
関
し
て
は
、

各
分
野
の
担
当
、
関
係
機
関
が

集
ま
り
ケ
ー
ス
検
討
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
連
携
体
制
に
よ
り

支
援
を
実
施
し
て
き
た
。

　
こ
う
い
っ
た
課
題
全
て
を
受

け
止
め
る
新
た
な
相
談
窓
口
を

設
置
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
体

制
を
大
き
く
見
直
す
必
要
が
あ

る
た
め
、
ま
ず
は
、
こ
れ
ま
で

の
連
携
を
強
化
す
る
な
か
で
、

相
談
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
国
の
示
す
考

え
方
や
、
他
市
の
取
り
組
み
な

ど
を
参
考
に
し
つ
つ
、
継
続
的

に
調
査
、
検
討
し
て
い
く
。

【
市
長
】

榛葉利広（公明党）

　
　
所
有
者
不
明
土
地
に
関
し

て
、
新
た
な
法
改
正
に
よ
り
、

公
共
用
地
に
ど
の
よ
う
な
影
響

が
あ
る
か
。

　
　
不
動
産
登
記
法
の
改
正
に

よ
る
相
続
登
記
の
義
務
化
に
よ

り
、
今
後
、
徐
々
に
相
続
登
記

が
さ
れ
な
い
土
地
が
減
少
し
て

い
く
と
考
え
ら
れ
、
公
共
用
地

取
得
に
か
か
る
期
間
の
短
縮
が

見
込
ま
れ
る
。

　
改
正
不
動
産
登
記
法
、
改
正

民
法
、
相
続
土
地
国
庫
帰
属
法

は
原
則
と
し
て
公
布
後
２
年
以

内
、
た
だ
し
、
相
続
登
記
の
義

務
化
は
３
年
以
内
、
住
所
変
更

登
記
の
申
請
義
務
化
関
係
の
改

正
は
５
年
以
内
に
施
行
さ
れ
る

孤
立
・
孤
独
か
ら
市
民
を
守
る

所
有
者
不
明
土
地
の
増
加
抑
制
を

問答 問答

予
定
な
の
で
、
法
律
の
施
行
状

況
を
見
な
が
ら
、
市
民
へ
の
周

知
な
ど
制
度
が
活
用
さ
れ
る
よ

う
に
協
力
し
て
い
く
。

【
建
設
部
長
】

市内の荒廃した分譲地

11月2日に市内公立中学校とオンラインで議会報告会を開催します
議会報告会
の

お知らせ

一般質問 気になる その後

　コロナ禍における新たな取り組みとして、本年度は市内公立中学校の生徒さん
を対象として議会報告会を行います。事前に各学校へ出向き、議会についてのお
話をしたうえで、当日にオンラインによる意見交換を含む議会報告会を行います。
　中学生のみなさんがイメージする議会や政治について、また自分が描く将来像
など意見交換ができるよう準備しています。

東濃で初めて医療的ケア児
の受け入れが始まりました
　受け入れに関するガイドライン
策定後、医療的ケアに関する審議
会や委員会による審議を経て、令
和2年11月から市内小学校で該
当児童１名が生活を始めています。
幼児園での受け入れも今後検討
されます。

　医療的ケアが必要な子どもで
あっても、本人や両親の希望する
学校に通えるように公立小中学
校の受け入れ環境整備を進めて
ほしい。

　医療的ケア児に対する支援を
行う関係機関と協議し、必要な支
援を円滑に受けることができるよ
うにするための体制づくりを進め
ていく。

医療的ケア児も通える公立学校を （H30年6月議会ほかで質問）
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新病院建設に関する議会の動き新病院建設に関する議会の動き

リニア・瑞浪恵那道路・新丸山ダム特別委員会

経済建設委員会　勉強会

リモートで開催

 国道19号瑞浪恵那道路の早期整備を目指し、6月5日に、
瑞浪・恵那両市の市議会議員で構成される「国道１９号瑞浪
恵那道路促進議員連盟」の定期総会にて議決事項を書面
決議しました。
　瑞浪恵那道路の整備は、平成29年に瑞浪市土岐町地内
から工事を着工し、本年度は恵那市で「杭打ち式」が開催さ
れる予定です。
　新型コロナウイルス感染症の拡大が懸念される中、大都
会の過密リスクを避けるため、社会機能を分散させる国づ
くりが必要であると言われています。リニア中央新幹線と
瑞浪恵那道路のインフラ整備を進めることにより、東濃地
域は、地域経済の発展や文化交流に重要な役割を果たす
地域となります。
　瑞浪・恵那両市議会議員は、瑞浪恵那道路の全区間が早期に整備されるよう強く要望することを決議しました。

行政視察の受け入れ状況

視察日

視察者

視察の
主な内容

令和３年４月２３日

三重県いなべ市議会【会派：創風会】

瑞浪市における再生可能エネルギー発電設備の
設置と自然環境等の保全との調和に関する条例
について(経緯、概要、実績と効果など)

土岐町名滝地区 道路建設工事
工事用道路の堀削・地盤改良を施工しています。

　令和5年度にきなぁた瑞浪の北側に完成を目指すバーベ
キュー場について、5月21日に勉強会を開催しました。
　バーベキュー場のコンセプトは「特産品をその場で味わ
うことが出来る地産地消型の施設」であり、土岐川の河川
整備も同時に進められ、芝生広場も併設される予定です。
また、きなぁた瑞浪では以前よりイベント開催時において駐
車場不足が課題となっていたため、その整備も併せて実施
されます。
　瑞浪市の新たな賑わいの場として期待をしています。 バーベキュー場完成予想図

市民の皆様の大きな関心ごとで
ある病院統合について、議会の内
容や進捗状況などを随時報告を
してまいります。

公立西知多総合病院オンライン視察
令和３年5月19日

東濃中部病院事務組合議会臨時会
令和３年6月22日

視察内容

議員所感

本年度組合が行う主な事業（予算額）

オンライン視察の様子

臨時会の様子

　東濃中部病院建設の参考にするため、知多市と東
海市の市立病院が平成27年に統合して設立された
「公立西知多総合病院」をオンライン視察しました。
　主な視察内容と議員所感は以下のとおりでした。

　土岐市議会議場にて第１回臨時会が開催され、議
長に加藤輔之議員（瑞浪市）、副議長に水野哲男議員
（土岐市）がそれぞれ選出されました。
　議員提出議案３件と組合提出議案16件の計19件
についてすべて、承認、可決、同意としました。
　両市の本年度の負担額は人口割で、瑞浪市3,357
万円、土岐市5,228万円の総額8,585万円で運営さ
れます。

　東濃圏域の中で新病院が果たすべき役割を明確にし、身の丈に合った病院建設の必要性や、
高齢者が増え、介護需要が増えることを考慮した経営計画を立てること、また、本市の近隣の病
院や開業医との連携の重要性などについて、病院長や事務局からお話しいただき、今後の新病
院の基本構想・基本計画策定の審議に参考になる貴重な機会となりました。

　新病院基本構想・基本計画に対する市民意見の反映については策定委員会を作り、両市の住民代
表に委員になっていただくことを考えています。また、ワークショップやパブリックコメントを実施し、
老若男女問わず様々な世代の団体の代表者に参加してもらい、広く市民の声を集めていく予定です。

●敷地造成基本設計業務委託　（911万円）　●敷地地質調査業務委託　（2,392万円）
●敷地測量業務委託　（1,705万円）　　　　●基本構想・基本計画策定業務委託※　（2,200万円）

●病院経営について…
　　経営状況や統合後の医師確保状況や旧病院　
　　の後利用等について
●一部事務組合について…
　　病院建設基本構想及び基本計画の策定手法や、組合議会の運営体制について
●医療提供体制の充実について…
　　病院統合による医師不足の解消状況や診療科目の充実状況について

※基本構想・基本計画策定業務は、今年９月から来年４月までの８か月間での策定を予定

きなぁた瑞浪にバーベキュー場建設予定

国道１９号瑞浪恵那道路促進議員連盟定期総会

新病院ニュース委員会活動・視察受け入れ
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付託先議案名議案
番号

採決
結果

案件

令和2年度政務活動費の収支を報告します６月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

６月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

　議長(加藤輔之議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯

●●●●●●●●●●- ● ●●◯●

承認ー

専決処分の承認について
（令和２年度専第１６号
令和２年度瑞浪市一般会
計補正予算（第１５号））

承第
2号

承認

不採択総務民
生文教

「日本政府に核兵器禁止
条約の参加・調印・批准を
求める意見書」提出を求め
る請願書

請願
第2号請願

案件

承認

条例

人事

その他

予算

決議

議案番号 議　案　名 採決結果付託先

案件 議案番号 発　　　議 採決結果付託先

※議第47,49,50,51号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。※議第48号は、議案の撤回を承認しました。

承第3号

承第4号

議第42号
議第43号
議第44号

議第45号

議第46号
議第47号
議第49号
議第50号

議第51号
議第52号
議第53号
議第54号

議第55号

―

―

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

―
総務民生文教
経 済 建 設
総務民生文教

経 済 建 設
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

予 算 決 算

承認

承認

可決
可決
可決

可決

同意
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決

可決

専決処分の承認について（令和２年度専第１７号　瑞浪市税条例等
の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第１８号　瑞浪市都市計画
税条例の一部を改正する条例の制定について）

瑞浪市日吉スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

瑞浪市税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
工事請負契約の締結について【本庁舎改修工事】
市道路線の認定について【釜戸町平山地内　長場１号線】
訴えの提起について【旧陶小学校用地の抵当権抹消登記手続き】

財産の取得について【１３ｍムーブ付多目的消防ポンプ自動車　１台】
令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第３号）
令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第５号）

発議第3号 ― 可決瑞浪市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、一人あたり月額８千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（１円以上)を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。
○令和３年３月２４日、会派「創政みずなみ」から１名脱会し、会派「瑞政」を結成。令和２年度の政務活動費は支給対象外。

令和２年４月～令和３年３月
会派名
（人数）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途
明　　　細金　額項　目

新政クラブ
（７人）

創政みずなみ
（７人）

日本共産党
（１人）

公明党
（１人）

瑞政
（１人）

672,000 599,124

672,000 349,897

96,000 95,275

96,000 34,734

プリンターインク、コピー

支給対象外（令和３年３月２４日結成）

・市町村議会議員研修（１１月）
　　「議会改革度調査」から見る地方議会
　　議会を改革する意義は何か？
　　住民参加・情報公開を進める取り組み
　　各議会における今後の議会改革推進の検討
・愛知県高浜市（１１月）
　　高浜市における高齢者福祉について
　　高浜市における公共施設マネジメントについて
・アクティブＧ（１１月）
　　 地方創生・街づくり事業から学ぶ駅前再開発について
・道の駅パレットピアおおの（１１月）
　　道の駅を核とした地域振興の取り組みについて
会派報作成
プリンタートナー、事務用品、コピー
書籍『３ステップで学ぶ自治体ＳＤＧｓ』
会派視察
・ひだ宇宙科学館カミオカラボ（８月）
　　道の駅併設における効果について
・岐阜県飛騨市（８月）
　　関係人口の取り組みについて
　　楽天との連携による地域活性化について
　　議会改革について
・公益財団法人ソフトピアジャパン（８月）
　　県内企業の情報化・競争力の向上を支援する事業について
・かみいしづ緑の村公園（８月）
　　バーベキュー施設の利用について
・地方議員研究会セミナー（３月）
　　地方財政の基礎「歳入」「歳出」
　　withコロナと自治体財政
　　 財政状況資料集を使ってできる決算質疑のポイント
会派報作成
事務用品、コピー
・地方議会総合研究所（８月）
　　住民が読みたくなる議会広報紙の作り方
コピー
書籍等『全国革新懇ニュース』他
・ＴＲＣ自治体政策研究会（１０月、１１月）
　　新政権の政策特性と地方自治体への影響
　　新型コロナウイルス感染拡大とこれからの自治体政策
・市町村議会議員研修（１１月）
　　「議会改革度調査」から見る地方議会
　　議会を改革する意義は何か？
　　住民参加・情報公開を進める取り組み
　　各議会における今後の議会改革推進の検討

研修費

広報費
資料作成費
資料購入費
調査研究費

資料作成費
研修費

資料作成費
資料購入費
研修費

資料作成費

広報費

研修費

6,004

28,730
56,865
1,090

37,320
47,499
98,384

60,550

143,464
4,455
90,938
140,661

363,070

政務活動費収支報告議決結果一覧
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付託先議案名議案
番号

採決
結果

案件

令和2年度政務活動費の収支を報告します６月定例会議決結果一覧（全会一致の案件）

６月定例会議決結果一覧（賛否が分かれた案件）

　議長(加藤輔之議員)は採決に加わらない。 ※採決結果は、〇＝賛成　●＝反対

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯- ◯ ◯◯●◯

●●●●●●●●●●- ● ●●◯●

承認ー

専決処分の承認について
（令和２年度専第１６号
令和２年度瑞浪市一般会
計補正予算（第１５号））

承第
2号

承認

不採択総務民
生文教

「日本政府に核兵器禁止
条約の参加・調印・批准を
求める意見書」提出を求め
る請願書

請願
第2号請願

案件

承認

条例

人事

その他

予算

決議

議案番号 議　案　名 採決結果付託先

案件 議案番号 発　　　議 採決結果付託先

※議第47,49,50,51号は、内容を分かり易くするため、議案名の後に【　】で補足しています。※議第48号は、議案の撤回を承認しました。

承第3号

承第4号

議第42号
議第43号
議第44号

議第45号

議第46号
議第47号
議第49号
議第50号

議第51号
議第52号
議第53号
議第54号

議第55号

―

―

総務民生文教
総務民生文教
総務民生文教

総務民生文教

―
総務民生文教
経 済 建 設
総務民生文教

経 済 建 設
予 算 決 算
予 算 決 算
予 算 決 算

予 算 決 算

承認

承認

可決
可決
可決

可決

同意
可決
可決
可決

可決
可決
可決
可決

可決

専決処分の承認について（令和２年度専第１７号　瑞浪市税条例等
の一部を改正する条例の制定について）
専決処分の承認について（令和２年度専第１８号　瑞浪市都市計画
税条例の一部を改正する条例の制定について）

瑞浪市日吉スポーツ施設の設置及び管理に関する条例の一部を改
正する条例の制定について

瑞浪市税条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市介護保険条例の一部を改正する条例の制定について
瑞浪市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について

瑞浪市固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて
工事請負契約の締結について【本庁舎改修工事】
市道路線の認定について【釜戸町平山地内　長場１号線】
訴えの提起について【旧陶小学校用地の抵当権抹消登記手続き】

財産の取得について【１３ｍムーブ付多目的消防ポンプ自動車　１台】
令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第３号）
令和３年度瑞浪市駐車場事業特別会計補正予算（第１号）
令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第４号）

令和３年度瑞浪市一般会計補正予算（第５号）

発議第3号 ― 可決瑞浪市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

○政務活動費は、議員の調査研究に資するため必要な経費の一部として、一人あたり月額８千円が市議会の会派に交付されます。
○会派は、収支報告書に領収書（１円以上)を添えて議長に提出し、交付した政務活動費に残余がある場合は、市に返還します。
○令和３年３月２４日、会派「創政みずなみ」から１名脱会し、会派「瑞政」を結成。令和２年度の政務活動費は支給対象外。

令和２年４月～令和３年３月
会派名
（人数）

交付額
（円）

支出額
（円）

使　　　途
明　　　細金　額項　目

新政クラブ
（７人）

創政みずなみ
（７人）

日本共産党
（１人）

公明党
（１人）

瑞政
（１人）

672,000 599,124

672,000 349,897

96,000 95,275

96,000 34,734

プリンターインク、コピー

支給対象外（令和３年３月２４日結成）

・市町村議会議員研修（１１月）
　　「議会改革度調査」から見る地方議会
　　議会を改革する意義は何か？
　　住民参加・情報公開を進める取り組み
　　各議会における今後の議会改革推進の検討
・愛知県高浜市（１１月）
　　高浜市における高齢者福祉について
　　高浜市における公共施設マネジメントについて
・アクティブＧ（１１月）
　　 地方創生・街づくり事業から学ぶ駅前再開発について
・道の駅パレットピアおおの（１１月）
　　道の駅を核とした地域振興の取り組みについて
会派報作成
プリンタートナー、事務用品、コピー
書籍『３ステップで学ぶ自治体ＳＤＧｓ』
会派視察
・ひだ宇宙科学館カミオカラボ（８月）
　　道の駅併設における効果について
・岐阜県飛騨市（８月）
　　関係人口の取り組みについて
　　楽天との連携による地域活性化について
　　議会改革について
・公益財団法人ソフトピアジャパン（８月）
　　県内企業の情報化・競争力の向上を支援する事業について
・かみいしづ緑の村公園（８月）
　　バーベキュー施設の利用について
・地方議員研究会セミナー（３月）
　　地方財政の基礎「歳入」「歳出」
　　withコロナと自治体財政
　　 財政状況資料集を使ってできる決算質疑のポイント
会派報作成
事務用品、コピー
・地方議会総合研究所（８月）
　　住民が読みたくなる議会広報紙の作り方
コピー
書籍等『全国革新懇ニュース』他
・ＴＲＣ自治体政策研究会（１０月、１１月）
　　新政権の政策特性と地方自治体への影響
　　新型コロナウイルス感染拡大とこれからの自治体政策
・市町村議会議員研修（１１月）
　　「議会改革度調査」から見る地方議会
　　議会を改革する意義は何か？
　　住民参加・情報公開を進める取り組み
　　各議会における今後の議会改革推進の検討

研修費

広報費
資料作成費
資料購入費
調査研究費

資料作成費
研修費

資料作成費
資料購入費
研修費

資料作成費

広報費

研修費

6,004

28,730
56,865
1,090

37,320
47,499
98,384

60,550

143,464
4,455
90,938
140,661

363,070

政務活動費収支報告議決結果一覧
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No.55　令和3年8月1日号

2～3
4

5～11
11
12
13
14
15
16

委員会の審査報告・議案質疑
委員会の審査報告
市政一般質問
一般質問気になるその後・議会報告会
新病院ニュース　
委員会活動・視察受け入れ
政務活動費収支報告
議決結果一覧
意見募集・回答・編集後記

発行／瑞浪市議会　編集／議会広報広聴委員会
TEL／0572-67-1112　FAX／0572-68-2043
E-mail／gikai@city.mizunami.lg.jp

みずなみ議会ちゃんねる。
あなたと議会をつなぐお届け便

市議会ホームページ

　
昨
年
に
引
き
続
き
２
年
連
続
で
広

報
広
聴
委
員
を
務
め
て
い
ま
す
。
３

年
前
ま
で
は
一
市
民
と
し
て
愛
読
？

し
て
い
た
議
会
ち
ゃ
ん
ね
る
で
す
が

（
議
員
の
賛
成
反
対
が
わ
か
る
議
決

結
果
ペ
ー
ジ
が
好
き
で
し
た
）、
昨
年

か
ら
編
集
す
る
立
場
に
な
り
ま
し
た
。

　
読
者
と
し
て
感
じ
て
い
た
、
図
表

の
読
み
に
く
さ
や
用
語
の
分
か
り
に

く
さ
と
い
っ
た
難
点
を
ど
の
よ
う
に

改
善
す
る
か
。
ま
た
、
議
会
が
伝
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
漏
ら
さ

ず
に
、
個
々
の
議
員
が
伝
え
た
い
想

い
を
含
ま
せ
て
、
そ
れ
で
い
て
本
紙

を
読
ま
れ
る
市
民
の
皆
様
が
読
み
た

い
と
思
え
る
紙
面
を
い
か
に
つ
く
っ

て
い
く
か
。
発
行
が
近
づ
く
と
頭
を

悩
ま
せ
る
日
々
が
続
き
ま
す
。

　
本
年
度
は
市
民
の
皆
様
の
声
を
反

映
す
る
こ
と
を
編
集
方
針
に
お
き
紙

面
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
多
く

の
方
に
必
要
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る

広
報
紙
に
し
て
い
く
た
め
に
は
読
ん

で
頂
い
た
皆
様
の
反
応
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
お
気
軽
に
紙
面
に
つ
い
て
の

ご
意
見
ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
議
会
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
　
山
下
　
千
尋

9
月
定
例
会
の
予
定

編
集
後
記

◆
会
期

　8
月
30
日（
月
）〜
9
月
30
日（
木
）

◆
市
政一般
質
問

　9
月
27
日（
月
）9
時
〜

　9
月
28
日（
火
）9
時
〜

☆日常の何気ない疑問
☆こんなことあったらいいな
などお気軽にお寄せください。

メール　　gikaigikai@city.mizunami.lg.jp
ＦＡＸ　　0572-68-2043
締め切り　8月 31日（火）

前号でいただいたご意見にお答えします！

未満児の退園措置について、待機児童について、放課後児童クラブについ
て、多子世帯への支援について、ファミリーサポートセンター利用につい
てなど様々な年代の方から多くのご意見をいただきました。

瑞浪市では、多子世帯を対象に費用負担の軽減や優遇措置を行っています。
〇　保育園等の保育料、副食費の減免・免除（所得制限など一定の要件あり）
〇　学童クラブ利用料の減免（所得制限など一定の要件あり）
〇　児童手当の増額
〇　病児・病後児保育料の免除
＊詳細は、瑞浪市ホームページをご覧ください。

多子世帯への支援や減免措置などを行うことはできませんか？

ファミリーサポートセンター事業につきましては、毎年「広報みずなみ」にチ
ラシを全戸配布しておりますが、今後は「こんにちは　赤ちゃん訪問」時に
も案内していきます。また急なサポートに対応するため、援助会員を増やす
ことが必要となりますので、広く周知を図っていきます。

ファミリーサポートセンターの事前予約を、母子手帳発行時や出生
届の時に案内してもらえると助かります。また急にサポートが必要
な時は予約ができないので、少し規定を緩めてもらえませんか？

瑞浪駅周辺まちづくり拠点施設「Mビル」
　瑞浪市は「未来の子どもたちに渡せるまちづくり」をコンセプトに、瑞浪駅周辺地域で検討を進めている再
開発事業のため「Mビル」でさまざまな社会実験を実施しています。
　6月２７日 (日 )に社会実験のひとつとして「Mマーケット」が開催されました。「Mマーケット」では、キッチ
ンカー・アクセサリー・雑貨などが出展され、家族や友人など多数の方が来場されました。

にぎわうMマーケット

　皆さまからいただきましたご意見、ご要望のすべてにお答えすることは難しいと思いますが、課題として
真摯に受け止め、改善のために努力してまいります。

保育ニーズと施設受け入れ可能数の相違により、抽選が
発生する年度では、第2・3希望園への移動をお願いして
おります。職員配置や年齢ごとの定員設定の調整を行い、
保護者の希望に可能な限り添えるよう努めております。

希望の幼児園に入れない状況です。なんとかならないでしょうか？

意見募集・回答・編集後記
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